遅れて現れる栄光
社会として私たちがほとんど失ってしまったものの一つは、満足を先延ばしにする能力です。ハンバーガーであれ生活水準であれ、私たちは欲しいものを今すぐ欲しがります！
このような態度は、あらゆる悪影響をもたらしてきました。私たちは親たちが貯めたよりも少ないお金しか貯めず、以前の人々よりもずっと早く物事を諦めてしまいます。
旧約聖書のルツ記には、忍耐強い性質のゆえに、あらゆる夢をはるかに超えて祝福されたボアズのすばらしい物語があります。ボアズは年長の男性で、神の命令に注意深く従うために、愛する女性を妻に迎えることを先延ばしにしました。
· 彼はルツに過度な圧力をかけないよう、彼女が自分のもとに来るのを待ちました。
· 彼は、自分が名乗り出る前に、別の男性が彼女を妻として迎える正当な権利を認めました。
· 彼は、彼女と親密な関係になる前に、結婚が正式に認められるまで自制しました。
彼は自分の欲望や必要を遅らせることができたので、神は彼に、彼を慰める忠実な妻と、老年のための息子、そして彼の家で仕える義母をお与えになったと、私たちは読みます。彼の死から何年も後、彼の子孫の一人であるダビデがイスラエルの偉大な王となったと、聖書は私たちに告げています。
満足を遅らせることを実践するなら、神は私たちに最善の賜物を祝福として与えてくださいます。それはまた、栄光を受けることの遅延にもつながります。そこでは、私たちの願望や人生が終わったはるか後にも、神があがめられ、私たちはなお祝福され続けるのです。今、私たちが少し忍耐することから、神が将来どれほど偉大なものを創造してくださるか、誰に分かるでしょうか。
